
2024年 1月20日（土）キックオフ

2024年 2月 6日（火）～2024年2月8日（木）フィールドワーク①（2泊3日）

2024年 2月13日（火）/20日（火）/27日（火）ワークショップ

2024年 3月 1日（金）～2024年3月3日（日）フィールドワーク②（2泊3日）

2024年 3月 2日（土） 最終発表会

課題発見・検討・解決の

フレームワークを学び、

白馬バレーについて議論する

地方創生カレッジ

オンデマンド講座で

地方創生について学ぶ

実施スケジュール
（詳細は裏面参照）

●協 力 : reth（リス）株式会社

https://hakubacraft.jp/pages/about

●主 催

日本生産性本部 https://www.jpc-net.jp/

白馬村等でのフィールド
ワークを通じて、ジブン
ゴトとして地方創生を考える

法政大学社会連携教育センター（SCOLE）

社会連携プログラム（正課外）

20名程度

白馬村・小谷村での
フィールドワークで

地方創生を学ぼう

募集人数

～2024年 1月 4日（木）

参加者募集！

●お問い合わせ :社会連携教育センター事務局（学務部教育支援課）

kyoiku@hosei.ac.jp

募集期間

参加費 20,000円

「なぜ地方創生が必要なのか？」

「地方創生には何が必要なのか？」

課題発見・課題検討・課題解決のフレームワーク等

の学習をし、学術的なアプローチを身につけます。

そして、Hakuba Valley（白馬村・小谷村）での2回の

フィールドワークを通じて、地方創生を深く考えます。
申 込 右記QRコード

から申し込みください。

短期集中で課題解決
手法を身につけよう！

●実 施

法政大学社会連携教育センター

https://www.hoseikyoiku.jp/shakairenkei/

“地方創生カレッジ”とは、地方創生の実践に
必要な人材を育成・確保するために内閣府が
運営しているプラットフォームです。
地方創生に役立つ約 200 の eラーニング講座
を無料で提供しており、いつでも・どこでも学習
できます。

このプロジェクトは、”地方創生カレッジ”の
一環として、地域の将来を担う学生世代が
ワークショップなどを通じて地方創生をジブン
ゴトとして捉えて活躍していくことを支援する
取り組みです。

酒井理教授（キャリアデザイン学部）が

期間中のプロジェクトワーク/フィールド

ワークを担当します。

Photo by Hiroya Nakata



募集期間 ～2024年 1月 4日（木）15:00まで

募集対象 本学学部学生（通学課程）

応募条件
本プログラムの課題テーマに関心を持ち、以下スケジュール全てへの参加が可能なこと
※必ず【注意事項】欄の内容を確認の上、ご応募ください。

募集人数 20名程度

費 用 20,000円（その他、法政大学市ヶ谷キャンパスまでの交通費等は別途参加者負担）

応募方法
以下URLもしくはQRコードからお申込みください。
https://forms.gle/gho8zsQvDe575MV5A

選考方法
応募者多数の場合は抽選とします。
採否結果は、2024年 1月 5日（金）12:00までにメールにて通知します。

活動場所
・法政大学市ヶ谷キャンパス
・長野県北安曇郡白馬村・小谷村
・その他活動上、必要とされた場所

注意事項

・期間中は本プログラムを最優先活動としていただきます。
スケジュール管理にご注意ください。

・本プログラムは正課外活動です（成績評価・単位認定等はありません）。
・以下の公式なスケジュール以外にもオンデマンド学習や、必要に応じて自主的にミーティ
ングやグループワークを実施いただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

・プログラム中、広報等を目的に画像や映像を撮り、各種HP等に掲載する場合があります
・抽選は厳正に行います。結果に関するお問い合わせに対しては一切お答えいたしません。

お問い合わせ
法政大学社会連携教育センター事務局（学務部教育支援課）
TEL：03-3264-4268   E-mail：kyoiku@hosei.ac.jp

スケジュール（予定）

募集要項 ××

酒井教授による
キックオフ

本学市ヶ谷キャンパス

・本事業についての主旨等を理解する。
・グループ編成を行う（応募時の希望・志望動機・各学生の特性等）
・課題/テーマを提示し、その概要を把握する

長野県北安曇郡
フィールドワーク

・現地調査を行う。インタビュー等を通じて、仮説候補を選択する
・現地まで列車移動/小谷村複合拠点市施設"おたりつぐら"泊（予定）（詳細はキックオフで紹介）

酒井教授による
プロジェクト・ワーク
本学市ヶ谷キャンパス

・問題発見・解決手法とプロジェクトメソッド解説
・プロジェクト・ワーク（現状把握）
・ 情報共有とディスカッション

・各自が調べてきたことを紹介する
・調査結果、データに基づいてディスカッション
・不足するデータを整理する

・プロジェクト・ワーク（本質的な問題をさぐって仮説を作る）
・問題を深掘りして特定する

（理想を設定してそこにいくことを阻む要因を探る）
・現状を整理してディスカション
・問題と思われるものを洗い出す

・プロジェクト・ワーク（問題を解決する取り組み課題を設定する）
・本質的な問題を解消できるような課題を設定する
・表層的な問題と本質的な問題を峻別する
・なにをすれば問題が解決するかを探る

・プロジェクト・ワーク（具体的な解決策提案を考える）
・設定した課題のフィードバックを参考に、さらにブレークダウンして解像度をあげて考える
・施策提案と解決すべき問題の対応を検証する

・プロジェクト・ワーク（報告の準備）
・プレゼンテーションスキル講義
・プレゼンテーション資料の作成技法解説
・プレゼンテーションの方法解説

・中間報告
・課題を設定できた段階で一旦まとめる
・提案のロジック構造の妥当性を検証する
・フィードバックとリファイン作業
・教員からのフィードバック

・報告資料のまとめ
・ここまでのワークを総括
・まとめの方向性を決める
・プレゼンテーションの準備

長野県北安曇郡
フィールドワーク

・現地調査を行う。白馬村・小谷村等とのワークショップを通じて議論を深め、提案内容を確定する
・現地まで列車移動/小谷村複合拠点市施設"おたりつぐら"泊（予定）（詳細はキックオフで紹介）

・現地ワークショップ
・最終発表会

・地方創生カレッジオンデマンド授業
・グループワーク

1月
20日（土）
13:10～14:50

2月

6日（火）～8日（木）

13日（火）
13:10～16:40

20日（火）
13:10～16:40

27日（火）
13:10～16:40

3月
1日（金）～3日（日）

2日（土）
13:00～17:00

他 期間中

mailto:kyoiku@hosei.ac.jp

